
アンケート計画段階から中学生や各団体代表者と一緒に。
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アンケート結果① 

問1３　新山地区で行われている取組について

「継続が必要」の
他に「知らない」
「参加したことが
ある」「参加して
みたい」「見直し
が必要」の回答を
いただきました。
これまで新山では
多くの行事を実施
してきましたが、
この結果をもとに
これからの地域行
事のあり方を考え
ていきます。

新山の地域課題が[重要だけど不満足]

の回答から傾向が読み取れます。「鳥獣

害」「耕作放棄」「買い物」「子ども若い世

代」「行事の見直し」「空き家」を中心に、

『考える会』で新山の将来について考え

始めています。

少子高齢化・人口減少・保育所の閉園・小学校の

統廃合など課題が山積する中、今だからこそ、

地域のみんなで一緒に、手を取り合って意見を出

し合い、将来について考えていきたいという思い

から、,2022年7月からスタートした

「新山あしたをともに考える会」を

きっかけに、中学生以上地区民全員

アンケートを実施しました。

令和6年10月発行
新山地区自治会

この計画は３年後を見据えて策定したものです。
時代の変化にあわせて必要に応じて見直しを図ります。

アンケート結果②
問14　新山地区にとって必要なことは？

新山まるごとひとつの家族

　　　　　　　　　2022年7月
　　　　　　　　(新山小体育館）
新山あしたをともに考える会

未来を担う若者たち、地域の誰もが、安心し

て暮らせるまち、住み

続けたいと思えるまち、

魅力ある新山を目指して

地域みんなで手を取り

合って、一緒に活動し

ていきましょう！

回答者数：987

回答率83.9％）

※無回答含む継続が必要

重要度×満足度

みんなの声（アンケート結果）をもとに新山の将来を考える

新
山

地
区
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づく

り計
画

地域みんなの思いの詰まったアンケート結果をもとに、話し合いを重ね、

地域みんなで取り組むまちづくり活動を目指す「新山地区まちづくり計画」

を策定しました。この計画は、新しいことを始めようというばかりではなく、

これまで新山で取り組んできた活動や育んできた地域の宝を、次世代につな

　いでいくために、必要なことを整理したものです。



これまで新山で取り組んできた活動や育んできた地域の宝を、次世代に
つないでいくために、私たちの目指す将来に向かって、地域みんなで手
を取り合って、誰もが暮らしやすい新山をつくっていきましょう。

これまで取り組んできた活動
　□古墳公園の草刈り作業　　　　□一斉野焼き・溝掃除・道作り　　　

　□にいやま草刈り隊　　　　　　　□消防活動　　など

　

あしたをともに考える会で話し合っていること
 （これからに向けてのアイデアや活動の例）

　□耕作放棄地に関して問題点を挙げる　　　□空き家バンクなど今ある制度の周知

　□農地、空き家、獣害についての勉強会（例：イノシシの生態等）

　□壮年パワーによる草刈りなどの活動　　□地域と行政で連携した活動

　□空き家を利用・貸出できるようにしていく環境づくり

①里の環境を守るチーム

④これからの行事を考えるチーム③暮らしを支えるチーム

②子どもたちと未来をつくるチーム

これまで取り組んできた活動
　□史跡探訪ウォーキング

　□そーめん流し　　□親子料理教室

　□親子防災キャンプ　□Xmasｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ　　□クリーンウォーク　　など

　□PNP（プレゼンテーション・新吉・プロジェクト）

あしたをともに考える会で話し合っていること
 （これからに向けてのアイデアや活動の例）

　□にいやまリトル会議（小中学生対象：わくわくルームの活用）

　□ＰＮＰ（中学生）との発展的連携　　　□他地域との交流を考える（吉田・北川）

　□小中学生の活動の場づくり（地域の施設開放・新栄会ジュニア・てご隊）

これまで取り組んできた活動
　□新山食堂　　　　　　□友愛訪問　　　　　□いきいき百歳体操

　□いきいきサロン　　など

あしたをともに考える会で話し合っていること

 （これからに向けてのアイデアや活動の例）

　□タクシーチケット・生活支援サポーターなど今ある制度の周知

　□既存サービス×新山の活動をかけあわせて課題を解決！

　　（例：百歳体操×移動販売、生活支援サポーター×新栄会など）

　□将来的な不安に備える買い物ツアーなど移動買い物支援の取り組み

　□一人暮らし・高齢世帯への定期的な声掛け　　□新山保育所設備の有効利用

　～新山まるごとひとつの家族～　３年後の目標

耕作放棄地を
みんなで共有できるものに変えていく 子ども＋保護者の想いを全力サポート

みんなで楽しく負担を少なく
みんなで声掛け合って つれのうて

まずは
知ることから
始めよう！

まずは
共有と話し合い
から始めよう！まずは

できることから
始めよう！

（移動や買い物）

（耕作放棄地・空き家・獣害） (子どもや若い世代）

(行事見直し）

新山地区まちづくり計画

新山地区で活動する各団体
　□新山地区自治会　□新山公民館　□市社協新山支部　□にいやま新栄会

　□市消防団新山分団　　□婦人会　　□栄養委員会　　□愛育委員会　□老人クラブ　　　

　□新山地域安全パトロール　□とくらの会　　　□山口八幡神社・海神社・疫神社　

    　

あしたをともに考える会で話し合っていること

 （これからに向けてのアイデアや活動の例）

　□アンケートや行事カレンダーを使った現状把握や共有

　□行事同士、団体同士のかけあわせで、負担を少なく、みんなで楽しく！

　□行事の準備や調整の負担減（例：会議を一緒に。スマホを使った案内など）

まずは
若者パワーを
あと推し！


